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 Ⅳ－２．調査による実態の把握 

Ⅳ－２ 調査による実態の把握 
（１）岡山大学の男女共同参画に関するアンケート調査 
 
１）調査の概要 
①調査の目的 
本調査は，平成 21 年度文部科学省科学技術振興調整費女性研究者支援モデル育成「学都・

岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」（以下，「進化プラン」とする）の活動の一環とし

て，本学の女性研究者のみならず，すべての教職員・学生が，性別にかかわりなくその能

力を十分に活かし，充実した職務・研究を遂行できるような環境を整える上で必要な取り

組みを明らかにすることを目的として実施した。 
 

②調査の組織 
 本調査は，岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室の室員のうち，以下の 3 名

によるワーキンググループが中心となって調査票を作成した。 

 
調査票の印刷，データ入力，集計・グラフ出力作業は（株）広和印刷に委託して行った。

集計結果の分析は上記 3 名が行ったほか，自由記述の分析は保坂雅子特任助教（男女共同

参画室），グラフ加工作業は門脇孝弘技術職員（男女共同参画室）が担当した。 
 

③調査の対象 
①に掲げた目的を果たすため，平成 21 年 10 月現在本学に在籍する全教職員・大学院生

を対象とした。具体的には，常勤の全教職員，半年以上継続して勤務する全非常勤職員（い

ずれも岡山大学病院勤務者を含む），大学院生・研究生・ポスドク（いずれも留学生を含む）

に対し，全数調査を行った。その際，それぞれの属性に応じた質問内容を用意するため，

教員用，大学院生用，職員用の 3 種類の調査票を用いた。 
それぞれの調査票の配布数は，教員分 1,893，大学院生分 2,939，職員分 2,373 である。 

 
④調査の方法・実施時期 
各学部の庶務係，大学院係等ならびに指導教員の協力を得て，属性別の 3 種類の調査票

を配布した。調査票は返信用封筒に入れ，各部局に設けた回収箱および学内便によって回

収した。 
調査票の配布は平成 21 年 10 月末から開始し，年齢などについては平成 21 年 11 月 1 日

現在の実状について回答を依頼した。回答の提出期限は同年 11 月 18 日までとしたが，11

    氏  名 所  属 職名 
中谷 文美 （責任者） 大学院社会文化科学研究科 教授 
五福 明夫 大学院自然科学研究科 教授 
片岡 仁美 大学院医歯薬学総合研究科 教授 
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月末までの到着分を集計の対象としている。 
 
⑤調査項目 
 調査項目は，先行調査としてすでに結果が公表されている京都大学（「京都大学男女共同

参画推進に関する意識・実態調査」），早稲田大学（「研究者養成のための男女平等プランに

関する調査（1）～（5）」などのほか，「岡山大学生のジェンダー意識に関する調査」をは

じめ学内で実施済みの同種のアンケート調査の内容も参照し，ワーキンググループおよび

男女共同参画室会議での議論を踏まえて決定した。主な項目は以下の通りである。 
 
（Ａ）仕事・職場環境について［教員・職員対象］ 
  週平均勤務時間，プラス 3 時間の使い方，職務上の処遇の男女差 
（Ｂ）仕事・研究と生活の両立支援について［教員・職員・大学院生対象］ 
  有効な支援策，個人的ニーズの有無，必要とする支援 
（Ｃ）キャリア形成について［大学院生・職員対象］ 
  進学希望，昇任希望の有無 
（Ｄ）男女共同参画の現状と意識について［教員・大学院生・職員対象］ 

男女比率の偏りの背景要因，性別役割分業意識，女性研究者支援事業の必要性，男女 
共同参画への取り組みの必要性，男女共同参画室の認知度 
 

２）実施結果および結果の公表について 
①調査票の配布・回収状況 
 職員，教員，大学院生を対象とする 3 種類の調査票の配布数，回収数の部局別集計は次

の表の通りである。回収率はそれぞれ，職員が 66.7%，教員が 42.4%，大学院生が 38.4％
であった。 

 
             部局別配布・回収状況一覧 

  

  
所  属 配布数 

回収

数 

回収率

（％） 

教 員 教育学研究科 123  57 46.3 

  社会文化科学研究科 144  48 33.3 

  自然科学研究科 330  197 59.7 

  保健学研究科 66  30 45.5 

  環境学研究科 70  32 45.7 

  法務研究科 20  5 25.0 

  医歯薬学総合研究科 293  218 74.4 

  大学病院 606  114 18.8 
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  全学センター・その他 241  67 27.8 

    （所属未回答） 34   

  合 計 1,893  802 42.4 

大学院生 教育学研究科 191  70 36.6 

  社会文化科学研究科 263  86 32.7 

  自然科学研究科 1,199  506 42.2 

  保健学研究科 116  47 40.5 

  環境学研究科 250  124 49.6 

  医歯薬学総合研究科 764  207 27.1 

  法務研究科 156  81 51.9 

     （所属未回答） 8   

  合 計 2,939  1,129 38.4 

職 員 合 計 2,373  1,582 66.7 

 
 
②単純集計及びクロス集計に基づいた分析 
 質問票の設問ごとの回答の単純集計結果は男女共同参画室のホームページに掲載してい

る。（URL：http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/danjo/annketo.html） 
 より詳しい分析結果については，『「学都 岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」事業成

果中間報告書【別冊】』を参照頂きたい（平成 23 年 4 月 ホームページ掲載予定）。 
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Ⅳ－２（２）岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査 
 
① 趣旨 
事業 2 年目にあたり本格的に女性研究者支援を実施する上で必要となる情報を収集するた

め，主として個人の研究活動向上のために行う支援とメンター事業のニーズを把握するこ

とを目的として実施した。 
 
② 内容 
 ニーズ調査は，平成 22 年 7 月 1 日時点で在籍する 213 名の全ての常勤女性教員（以下，

女性教員）を対象に平成 22 年 8 月 24 日～9 月 7 日の約 2 週間にかけて実施した。メール

により調査の案内をし，Web 上で実施した。53 名より回答があり，回答率は 24.8%であっ

た。その後データの入力及び分析を行い，「岡山大学における女性研究者支援に関するニー

ズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日）」を Web 上で公開した。 
 
③ 主な調査結果 

ここでは，男女共同参画室のホームページ上でも報告した主な調査結果を報告する。詳

しい結果については，「岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平

成 22 年 9 月 24 日）」（pp.91-96）を参照のこと。 
 
１．研究活動向上のための支援について 
・約 9 割の女性教員は「国際学会参加のための補助経費」，「国内学会参加のための補助経 

費」，「投稿論文英文校閲のための補助経費」といった研究スキルアップ支援が大学にあっ

た場合には利用したいと考えています（問 1）。 
・女性教員の半数近くが「研究マネジメント」及び「研究資金獲得」に関するセミナーに

参加したいと考えています（問 2）。 
・女性教員の 7 割程度が，「本学が購入している電子ジャーナルへの学外からのアクセス」

が可能になれば女性教員の研究活動がより活発になると考えています（問 3）。 
 
２．メンター事業のニーズについて 
・「研究」，「教育」，「サービス（委員会・地域活動）」，「教員間の人間関係」，「学生との人

間関係」，「仕事と私生活の両立」の 6 項目のうち，「研究」については 9 割以上，「教育」

に関しては 8 割以上の女性教員が誰かに「よく」あるいは「たまに」相談しています。 
（問 4） 
・上記の 6 項目について相談する場合，女性教員は通常「大学の同僚（男女を問わず）」に

相談していますが，「仕事と私生活の両立」に関しては，「大学の女性の同僚」に限って相

談する人が多いようです（問 5）。 
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３．女性研究者支援の対象について 
・7 割近くの女性教員が「非常勤研究員」及び「医員」を女性研究者支援の対象に含めた方

がよいと考えています（問 6）。 
 
４．回答者の特徴（多い順に） 
  【専門分野】 
     生命科学系（医・歯・薬・保健等）(55%) 
     自然科学系（理・工・農・環境等）(25%) 
     人文社会科学系(20%) 
 
   【職位】 
    助教(65%) 
     准教授（17%） 
     教授（12%） 
     講師（6%） 
 
   【年代】 
    30 代(57%) 
     40 代（21%） 
     20 代（10%） 
     60 代（7%） 
     50 代（5%） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査 調査用紙（Web 版）（1/2pg） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査 調査用紙（Web 版）（2/2pg） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 

岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 

岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 

岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 

岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 

岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査結果報告（平成 22 年 9 月 24 日） 
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Ⅳ－２（３） 
岡山大学における理系女子大学院生の研究生活の実態及びニーズに関する調査 
 
① 趣旨 
次世代の女性研究者候補である大学院生を対象に，女性研究者の研究生活がどのようなも

のであるか，またどのようなニーズを持っているのかを把握することを目的として，グル

ープインタビューにより行った。実施にあたっては，自然科学系の学生のみを対象とした。 
 

② 実施内容 
  時期： 平成 22 年 11 月 24 日～26 日 
  対象： 自然科学研究科（理・工・農）および環境学研究科に所属する女子大学院生 

  （津島地区） 
  実施方法：対象となる院生に対して G-mail により調査協力を依頼した。複数回にわた

る依頼と教員の協力を得て，留学生 1 名を含む合計 20 名の院生が参加した。

インタビューは当初の実施予定日（11 月 15 日～19 日）をずらして実施した。 
参加者の都合に合わせて 4 グループを作り，参加者 3～7 名に対し，ファシ

リテーター1 名というグループインタビューの形式を取って実施した。インタ

ビューに要した時間は約 1 時間半であった。インタビューでは趣旨説明を行

った後，データの利用等について参加者の同意を得，属性と進路に関する簡

単なアンケートを実施した後，以下の 4 つの質問について自由に話してもら

った。 
質問項目： １．女子大学院生の将来のキャリアに対する考え方に関して 

    ２．理系における女性の少なさについて 
   ３．女子大学院生の研究・学習生活の実態に関して 
  ４．女子大学院生の修学環境に対する意見・要望 
 

 なお，インタビューは，参加者の同意説明文書による承諾を得て録音した。後日，録

音から質問への回答に関するメモを作成し，メモをもとにインタビューから得られる回

答を整理・分析した（本来ならば文書起こしをして分析すべきであるが，時間上の制約

から行っていない）。 
 
アンケートから得られた参加者の属性は以下の通り。 
【所属】     自然科学研究科 18 名，環境学研究科 2 名 
【専門分野】 理学 3 名，工学 10 名，農学 7 名 
【学年】   博士前期課程 1 年(13 名)，博士前期課程 2 年(5 名)， 
             博士後期課程 1 年(1 名)，博士後期課程 2 年(1 名) 
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③ 調査結果 
１．女子大学院生の将来のキャリアに対する考え方に関して 

卒業後の進路としては，企業での研究職を目指している者が半数を占めており，大学教

員を目指している者はいなかった。前期課程の学生 18 名のうち 17 名は後期課程への進学

を検討していなかった。進学を検討していない理由としては１）企業で働くことの魅力，

２）大学院での仕事量の多さ，３）大学の世界の狭さ，４）将来の不確実性，５）大学教

員職の教育負担，および６）現在の研究室における教員および研究スタイル，という問題

が挙げられた。 
 
２．理系における女性の少なさについて 
一般的に言って理系の研究分野に女性が少ない理由として，参加者は１）高校での選択

科目と２）大学卒業後の職業選択を挙げた。１）については，数学・理科といった理系科

目は難しいため，女性の中には苦手意識を持っているだけでなく，感覚的に嫌いだと考え

る者が多い。そのために進学に必要な理系科目を高校で選択する女子が少ない，２）につ

いては，大学で理系を専攻したとしても，研究職につくためには勤務地が限定されたり結

婚後仕事を続けていく上での困難が予想されたりするため，理系の仕事を選ぶ女性が少な

いといった意見が挙げられた。なお，自分が理系を選択していることについては，自分は

好きで選んだだけであり，女性だから理系に向いていないということはないと考えている。 
本学で実施している「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」で女性に限定した

テニュア・トラックのポストを設置したり「10 年後に女性研究者の比率を 20％にする」と

いう数値目標を掲げたりして女性研究者数を増やすための取り組みを進めていることを紹

介し，このような取り組みについてどのように思うか聞いたところ，肯定的な意見よりも

否定的な意見の方が圧倒的に多かった。 
否定的意見として最も多かったのは，女性が採用において優遇されることへの反発であ

る。女性枠を設けていることに対して，男女を平等に扱うべき，優遇されているからこそ

女性研究者のレベルが低いと疑われる，女性研究者自身女性であることで評価されても満

足できない，研究の発展においてマイナスの影響があると考えていた。次に多かったのが，

女性の研究者を増やすことへの疑問であり，そもそも男女を区別することの適切性に対し

て疑問の声が挙がった。また，支援体制を整備しても女性が研究者としてやっていく上で

は限界があるとの指摘もあった。 
なお，肯定的意見としては１）支援体制を整備することへの賛成と２）職を探している

当事者にとっての有利性が挙げられた。１）については，女性が研究を続けていく上で負

担になる出産・育児を支援することそのもの，また制度があることで若者が人生設計をし

やすくなるという意見があった。 
このように否定的・肯定的な意見の他に大学がなすべきこととして，女性枠の設定や支

援体制の整備よりも意識改革，研究職の魅力向上，企業からの引き抜きを行うこと等も提
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案された。 
 
３．女子大学院生の研究・学習生活の実態に関して 

現在，どのような研究・学習生活を送っているか，また，研究・学習生活を送る上で何

か問題を感じているかどうかを尋ねたところ，以下の問題が学生の回答から浮かび上がっ

た。なお，参加者の中には全く問題点はないと考えている人も数名いた。 
先ず，「研究室における拘束時間の長さ」が，拘束時間がある研究室に所属している学生

のほとんどにとって大きな問題であり，研究室の方針で拘束時間が長く，休みが取れない

という不満があった。逆に，研究室での拘束時間がないために不満はないという意見もあ

った。このことから，大学院生は拘束時間がいかにきついかということが研究・学習生活

の厳しさを象徴していると考えているということが分かる。 
また，長時間にわたって研究することの重要性を理解し，研究そのものは好きでやって

いると認識していても，研究活動に従事するにあたり「仕事量が多い」ために研究室で長

時間過ごさなければならず，自宅に帰る時間が深夜に及んでしまうことを問題であると感

じている学生もいた。これは「夜間のキャンパスにおいて建物内外で安全に不安を感じる」，

および「駐車場が遠い・狭い」という問題とも関係しているようであった。研究室に関連

する問題としては，研究スペースの狭さ，設備の悪さ，衛生面の悪さといった「研究室の

物理的環境」や「研究室の教員の態度・指導方法への不満」が挙げられた。 
この他に以下の問題が挙げられた。 
情報提供の不足と説明不足(例：駐車ルール変更) 
就職活動への配慮の欠如(例：中間発表の時期) 
サービスにおける対応の悪さ(例：ハラスメント相談) 
修学環境の悪さ(例：図書館の冷房)  
費用（例：学会参加費） 
人間関係（例：知り合いの少なさ） 
 
４．女子大学院生の修学環境に対する意見・要望 
最後に理系の女子学生や女性研究者が増えるためにはどのような制度や設備・施設があ

ったらよいと考えるかと尋ねたところ，１）両立のための支援体制の整備に加えて，２）

女性教員の増加が挙げられた。その理由としては，女性教員が増えることによりロールモ

デルもできるし仕事もしやすくなるというものであった。参加者の中には，自分のロール

モデルを持っている者は少なかったが，実際に大学教員を目指す場合，また大学教員とし

て働くことを考えた場合，周りに自分と同じような女性がいた方が働きやすいと考える者

がいた事は注目に値する。 
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大学院生へのリクルート文書 
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同意説明文書 (1/2pg) 
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同意説明文書 (2/2pg) 
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質問一覧 
 
１）女子大学院生の将来のキャリアに対する考え方に関して 
・あなたは，ご自分の卒業後の職業についてどのように考えていますか。 
・（前期課程の学生の場合）あなたは，ご自分が後期課程に進学することについてどのよう  

に考えていますか。 
 

２）理系における女性の少なさについて 
・あなたは，一般的に言って理系に女性が少ないのはどうしてだと考えますか。 
・岡山大学では「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」の下，女性に限定したポ

ストを設置したり，「10 年後に女性研究者の比率を 20％にする」という数値目標を掲げた

りして女性研究者数を増やすための取り組みを行っています。あなたは岡山大学にこのよ

うな取り組みがあることを知っていましたか。またこのような取り組みについてどのよう

に思いますか。 
 
３）女子大学院生の研究・学習生活の実態に関して 
・あなたは，岡山大学でどのような研究・学習生活を送っていますか。また，研究・学習 

生活を送る上で何か問題を感じていますか。感じているとすればそれはどのような問題で

すか。研究時間や研究場所，人間関係などに関することについてお話し下さい。 
 
４）女子大学院生の修学環境に対する意見・要望 
・最後にお尋ねします。あなたは，理系の女子学生や女性研究者が増えるためにはどのよ

うな制度や設備・施設があったらよいと考えますか。あなたの現在の研究・学習環境を踏

まえてお答え下さい。 
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Ⅳ－２（４）女性のための設備・施設の整備状況調査 
①趣旨 
大学の教職員や学生が安全で快適に研究や勉学，仕事に従事できるような環境を整備す

ることは大学にとって重要である。男女共同参画室では，特に妊娠・育児期の女性に配慮

した大学の教育，研究及び職場環境の整備状況について調査を行った。 
 
②実施内容 
 調査対象： 津島地区の各部局 
 調査方法： アンケート調査 
 調査時期： 平成２２年１０月～１２月 
 調査内容： 以下の施設・設備の整備状況について問い合わせる。 
 ・女性用の更衣室 
 ・女性専用休憩所（妊娠中や体調がすぐれない時の休憩・仮眠用） 
 ・授乳や搾乳ができる個室 
 ・ベビーシートやベビーチェアを備えたトイレや洗面所 
 ・治安・安全等に配慮した設備・施設（照明等） 
 
③調査結果 
 ロッカーや洗面所が設置された女性用の更衣室は大半の部局に備えられていた。また外

灯やトイレ・廊下等にセンサーによる照明や防犯カメラを設置するなどの治安・安全等へ

の配慮も比較的多数の部局において行われていた。 
しかしながら，単なる更衣室ではなく，休憩・仮眠のために利用したり，授乳や搾乳を

したりできるようなプライバシーが守れる部屋を設置している部局は数カ所にとどまった。

また，乳幼児を連れた人が利用できるベビーシートやベビーチェアを備えたトイレや洗面

所を設置している部局は全くなかった。現状では，出産直後や育児期の女性への配慮は十

分だとは言い難い。 
今回の調査結果に基づいて女性のための施設・設備を整備するよう依頼は行っていない

が，調査結果は部局にも提供していることから，大学の環境整備に責任を持つ部局長等の

意識が高まることが期待される。今後も同様の調査を定期的に実施していきたい。 
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各部局への調査協力の依頼文書 
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女性のための設備・施設の整備状況調査 調査用紙（1/2pg） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女性のための設備・施設の整備状況調査 調査用紙（2/2pg） 
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